
 

令和７年度 第３回島田市中小企業・小規模企業振興推進会議 議事要録 

 

１ 日 時 令和７年12月11日 午後１時30分から午後３時00分まで 

 

２ 場 所 島田市役所 第３委員会室  

 

３ 出席者 

委 員：今村会長、鈴木（博）委員、戸塚委員、鈴木（肇）委員、曽根委員、大

塚委員、横田川委員、道前委員 

事務局：鈴木商工課長、冨永参事、宮脇係長、杉岡係長、大村主査、北川書記 

 

４ 資 料 

【資料１】外国人材活用セミナー概要 

【資料１－２】外国人材活用セミナー資料 

【資料２】保護者向け企業見学バスツアー概要 

【資料３】島田産業支援センター（おびサポ）の機能強化について 

【資料４】みらジョブ紹介資料 

 

５ 内 容 

(1) 外国人材活用セミナーについて 

資料１及び資料１－２に基づき、外国人材活用セミナーについて、事務局から

説明を行った。 

・特定技能２号の説明はあるか。内容がはっきりしていなくては、集客が期待で

きない。（委員） 

→包括的な内容となる。ターゲットがぶれないようにJETROとは協議を進めてい

く。（事務局） 

・茶農家も人材不足であると聞いている。高度外国人材活躍推進コーディネー

ターによる伴奏支援について、内容に製造業以外の事例も加えるようにしてい

ただきたい。（委員） 

・開催時間を午前中とするのはなぜか。夜の方が集客につながるのではないか。

（委員） 

→JETROと協議を行う。（事務局） 

・おびサポで過去に同様のセミナーを開催したことはあるか。（委員） 

→海外輸出に関するものやハローワークと連携した採用に関するものはあるが、

外国人材の採用に関するものは開催したことがない。（事務局） 

(2) 保護者向け企業見学バスツアーについて 

資料２に基づき、保護者向け企業見学バスツアーの事業概要等について、事務

局から説明を行った。 

・参加事業所に大手があるが理由はあるか。地元企業でないため、違和感があ

る。（委員） 



→皆様からの推薦によるものである。市内の産業を知ってもらう機会であると捉

えている。今回はこのままの形で進めさせていただきたい。（事務局） 

→農家も個人経営には限界を感じており、法人化してこういう取組に参画してい

ただきたい。（委員） 

→大手でも地元で働いてもらうことを念頭に採用を行っている。（委員） 

(3) その他意見交換 

① 産業支援センター（おびサポ）の機能強化について 

資料３に基づき、産業支援センター（おびサポ）の機能強化について、事

務局から説明を行った。 

→質疑応答なし。 

② みらジョブの紹介について 

資料４に基づき、焼津市で実施されている「みらジョブ」（中高生と地元

企業のつながりをつくる取組）について、事務局から説明を行った。 

・みらジョブの拠点である「まる」を訪問したが、学生と地元企業がつながる

ことのできる大変すばらしい施設だった。（委員） 

・人材採用／人材育成といった企業向けのセミナーを開催しても人が集まらな

い。学生のコミュニティスペースをつくり、そこに企業が来るという形に

していきたい。一社トリナスに相談したところ、ぜひ島田市でも取り組み

たいとのことだった。（委員） 

・みらジョブの資金はどのように調達しているのか。運営を含めて分からない

ところが多いと感じる。（委員） 

→企業からの寄附で運営している。市の方針が変わると事業が継続できなくな

るリスクがあるため、行政とは組んでいない。（委員） 

・こうした事業について、広がりはあるのか。（委員） 

→類似の取組は全国で行われている。（委員） 

・会社として同様の取組（アントレプレナーシップ教育）を実施している。事

業は好評であったが、企業・学生ともに参加者集めに苦慮した。コミュニ

ティスペースを常設することはよいと考えるが、たまり場となってしまう

のは避けるべきである。（委員） 

・学校の探求学習と親和性が高いように感じるが、小中学生ではどのような効

果が得られるか想像がつかない。（委員） 

・企業は人手不足、学校はカリキュラムで飽和し、困っている。こうした中で

お互いの負担にならない取組であればよいが、本日の資料だけでは判断し

かねる。取組の成果についてもう少し情報が欲しい。（委員） 

→みらジョブは行政が関与していないが、島田においては行政と連携しながら

島田ならではの形を検討していきたい。（委員） 

→みらジョブに話を聞いてみるなどし、継続して検討していきたい。（委員） 

 

以上 


